
、

「
新
島
先
生
、
や
り
ま
し
た
よ
。

京
都
・
安
中
ウ
ォ
ー
ク
」

文
と
写
真
田
島

私
は
2
0
0
9
年
2
月
B
e
、
第
1
6
6
回

新
島
襄
生
誕
四
美
で
「
新
島
研
究
功
績
賞
」

を
受
賞
し
た
。
新
島
論
文
の
審
査
委
員
や
同
委

員
長
、
「
ボ
ス
ト
ン
・
ア
ー
モ
ス
ト
新
島
襄
の

足
跡
を
辿
っ
て
」
の
2
度
の
企
画
・
実
行
、
船

年
円
月
新
島
研
究
会
で
発
表
し
た
「
新
島
襄
の

足
跡
を
辿
っ
て
S
a
ー
ロ
ッ
パ
編
」
の
実
地
調

査
な
ど
郡
価
さ
れ
た
の
か
な
と
自
己
評
価
し

て
い
る
。
こ
の
受
賞
を
励
み
と
し
て
、
以
前
か

ら
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
を
2
0

0
9
年
4
月
、
企
画
し
実
行
し
た
。

そ
れ
は
、
新
島
先
生
が
明
治
巧
年
(
1
8
8

2
年
)
、
今
か
ら
1
2
7
年
前
に
教
え
子
の
徳

富
猪
一
郎
(
妹
峰
)
、
湯
浅
吉
郎
(
半
月
)
、
伊

勢
(
横
井
)
時
雄
、
保
坂
七
之
介
、
奥
亀
太
郎

の
5
人
と
歩
か
れ
た
「
京
都
・
{
女
中
ウ
ォ
ー
ク
」

▼▼

で
あ
る
新
島
先
生
は
7
月
3
日
自
宅
の
新
島

旧
邸
か
ら
京
都
駅
ま
で
歩
き
鉄
道
で
大
津
に
、

東
海
道
線
が
未
開
通
の
た
め
大
津
港
か
ら
船
で

米
原
港
ま
で
行
き
、
そ
こ
か
ら
馬
車
や
人
力
車

を
利
用
し
つ
つ
も
両
親
が
住
ん
で
い
た
安
中
ま

で
3
6
5
加
を
9
日
問
で
歩
き
到
着
し
た
。

私
は
同
志
社
大
学
経
済
学
部
1
年
の
時
、
松

井
七
郎
先
生
の
授
業
こ
般
演
習
」
で
「
子

K
0
仁
コ
伽
含
口
裳
」
を
テ
キ
ス
ト
に
新
島
先
生
の

生
涯
を
熱
く
語
ら
れ
た
こ
と
に
刺
激
さ
れ
、
ク

ラ
ス
の
菅
泰
介
、
一
局
橋
正
造
と
3
人
で
「
同
志

社
精
神
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
た
。
 
2
年
後
の

1
9
6
3
年
9
月
、
菅
君
ら
会
員
5
人
が
二
示

都
・
{
女
中
中
山
道
行
脚
」
を
実
施
し
、
お
寺
に

泊
め
て
も
ら
い
な
が
ら
巧
日
間
で
安
中
に
到
着

し
た
(
同
志
社
時
報
7
号
掲
載
)
。
私
は
同
志

^
(
兀
中
学
校
教
諭
)
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社
教
会
で
洗
礼
を
受
け
た
直
後
の
青
年
会
の
修

養
会
と
日
程
が
重
な
り
参
加
し
な
か
っ
た
。
こ

の
こ
と
が
何
時
も
心
に
ひ
っ
か
か
っ
て
い
た

日
本
百
名
山
踏
破
や
世
界
7
名
峰
に
登
り
、
ま

た
口
本
で
番
ハ
ー
ド
な
1
日
釦
帥
を
3
日
問

歩
く
「
日
木
ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
」
に
も
参
加

し
て
き
た
私
と
し
て
は
、
定
年
退
職
後
是
非
や

つ
て
み
た
い
企
画
で
あ
っ
た
。

新
島
先
生
が
歩
い
た
コ
ー
ス
を
正
確
に
知
る

た
め
、
①
「
新
島
全
集
」
 
5
巻
の
旅
日
記
「
日

抄
」
を
大
学
図
書
館
で
読
み
調
べ
た
。
②
元
中

学
校
長
山
田
興
司
著
「
新
島
襄
中
山
道
の
旅
」

を
読
み
、
新
島
先
生
が
歩
い
た
場
所
を
写
真
で

確
認
し
た
。
③
「
山
と
一
蓉
社
」
出
版
の
「
宿

場
町
と
石
畳
の
道
『
中
山
道
を
歩
く
旅
』
」
を

読
み
、
中
山
道
の
出
入
口
と
距
跳
と
宿
舎
を
調

べ
た
。2
0
0
8
年
Ⅱ
月
1
日
か
ら
埼
玉
県
東
松
山

市
で
開
催
さ
れ
た
「
日
本
ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
」

に
参
加
す
る
前
に
、
愛
車
ヤ
マ
ハ
・
ド
ラ
ッ
グ

、ノ

ス
タ
ー
4
0
0
で
京
都
か
ら
安
中
ま
で
中
山
道

を
2
日
か
け
て
下
見
し
た
。
中
山
道
宿
駅
制
定

4
0
0
年
(
2
0
0
2
年
)
を
契
機
に
各
宿
場

の
本
陣
な
ど
が
修
理
さ
れ
た
り
道
標
な
ど
が
よ

く
整
備
さ
れ
て
い
た
。

日
程
を
考
え
る
に
当
っ
て
最
優
先
し
た
の

が
、
新
島
先
生
と
同
じ
よ
う
に
学
生
た
ち
と

.

.
、

緒
に
歩
く
こ
と
で
あ
る
 
1
日
即
加
が
最
適
で

あ
る
が
、
学
生
が
休
め
る
の
は
4
/
舗
S
5
/

7
が
限
界
か
と
考
え
た
新
島
先
生
が
歩
か
れ

た
道
(
長
久
保
S
追
分
は
中
山
道
で
は
な
く
上

田
・
小
諸
の
北
国
街
道
)
 
3
6
5
加
を
、
宿
舎

も
考
え
1
日
平
均
器
如
、
 
B
日
問
で
歩
く
案
を

乍
つ
た
。

こ
の
「
新
島
襄
京
都
・
{
女
中
中
山
道
ウ
ォ
ー

ク
」
案
を
大
学
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
に
持
っ
て

行
っ
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
同
志
社
創
立
1
3
0

周
年
に
「
新
島
メ
モ
リ
ア
ル
ウ
ォ
ー
ク
S
ラ
ッ

ト
ラ
ン
ド
か
ら
ア
ー
モ
ス
ト
」
 
1
日
玲
師
、
 
5

日
問
を
企
画
・
実
行
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
の
広

報
誌
で
参
加
を
呼
ぴ
掛
け
て
も
ら
っ
た
が
、
誰

か
ら
も
問
い
合
わ
せ
は
な
か
っ
た
。
長
丁
場
だ

か
ら
部
分
参
加
で
も
と
私
の
教
え
子
や
知
人
に

働
き
か
け
た
と
こ
ろ
、
初
日
と
最
終
日
に
そ
れ

ぞ
れ
8
人
が
応
募
し
、
延
べ
B
人
が
参
加
し
た

毎
日
平
均
器
ゆ
B
日
問
ぶ
っ
通
し
で
歩
く

「
本
当
に
歩
け
る
だ
ろ
う
か
。
途
中
足
マ
メ
が

一
杯
で
き
て
歩
け
な
く
な
る
の
で
は
?
」
と
不

安
感
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
り
ハ
ー
サ
ル
を
2
回

実
施
し
た
。
 
1
回
目
は
高
い
標
高
差
の
あ
る
和

田
峠
や
碓
氷
峠
対
策
と
し
て
、
大
学
正
門
か
ら

大
文
字
山
と
若
王
子
山
頂
(
新
島
墓
参
)
に
登

り
新
島
旧
邸
を
通
っ
て
帰
る
B
加
ウ
ォ
ー
ク

同
志
社
教
職
員
合
唱
の
仲
問
、
畝
目
襄
治
先
生

や
河
村
隆
夫
氏
(
元
大
学
職
員
)
ら
と
歩
い
た

元
中
学
校
教
員
の
畝
目
先
生
は
戦
時
中
東
京
か

ら
磯
部
温
泉
に
疎
開
し
、
今
で
も
は
っ
き
り
覚

え
て
い
る
「
磯
部
音
頭
」
の
歌
と
踊
り
を
磯
部

館
で
披
露
し
た
い
と
い
う
の
が
参
加
の
動
機
で

あ
っ
た
 
2
回
目
は
長
距
離
対
策
と
し
て
大
学

今
出
川
校
地
か
ら
京
田
辺
校
地
ま
で
の
託
師
ウ

オ
ー
ク
。
昨
秋
大
学
の
学
生
団
体
「
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
歩
知
(
ポ
チ
ご
が
「
徒

歩
通
学
」
と
し
て
実
施
し
私
も
参
加
し
た
コ
ー

ス
だ
。
残
念
な
が
ら
同
大
生
の
申
込
は
な
か
っ

た
の
で
、
第
一
日
目
に
歩
く
彦
根
S
関
ケ
原
器

加
ウ
ォ
ー
ク
に
変
更
し
、
今
回
5
日
間
歩
く
教

え
子
で
「
旦
一
ハ
一
仁
ず
,
」
会
長
の
岸
本
展
君
(
京

都
大
学
大
学
院
生
)
と
4
月
怜
日
に
歩
い
た

歩
く
前
に
ガ
ー
ゼ
つ
き
ぱ
ん
そ
う
こ
う
を
貼
る

こ
と
で
足
マ
メ
対
策
も
で
き
た
。
(
,
中
学
校
社

会
科
・
経
済
の
授
業
「
バ
ー
チ
ャ
ル
株
式
投
資

ゲ
ー
ム
」
で
活
躍
し
た
生
徒
の
集
ま
り
)

そ
の
翌
日
、
パ
ソ
コ
ン
を
入
れ
た
鞄
を
肩
に

^
^
よ
、
つ
と
し
^
ら
、
「
^
ー
:
:
:
・
ぎ
っ
く
り入

イ



腰
だ
ー
・
」
モ
ン
ブ
ラ
ン
や
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
に

登
っ
た
時
も
、
喧
前
に
ぎ
っ
く
り
腰
に
な
っ
た

翌
月
曜
日
、
す
ぐ
主
治
医
の
石
原
整
骨
院
に
行

き
、
「
先
生
!
士
曜
日
の
出
発
に
問
に
合
う

よ
う
治
し
て
下
さ
い
」
と
。
出
発
の
前
日
、
 
3

回
目
の
治
療
で
「
も
う
大
丈
夫
」
と
先
生
か
ら

お
墨
付
き
を
も
ら
っ
た

ー
ロ
目
、
出
発
式
を
大
学
・
良
心
碑
の
前

で
行
っ
た
お
祈
り
と
カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
を
歌

雨
の
中
8
人
は
松
井
会
(
大
学
経
済
学
部

、
、
し松
井
七
郎
ゼ
ミ
卒
業
生
の
会
)
の
藤
井
寛
氏
に

作
っ
て
い
た
だ
い
た
「
同
志
社
新
島
襄
京

都
・
{
女
中
」
の
旗
を
先
頭
に
行
進
し
た
。
日
経

ス
ト
ツ
ク
リ
ー
グ
で
全
国
1
位
に
な
っ
た
教
え

西
原
か
会
舗

る
,

4

て
痕
加
荻
四

、
冒
る
予
定
 
2

捷
中
蕃
さ

中
の
出
'

に
き

芝
と
一

目
同
目
目
目
目
日
目
目
目
目
目
目

日
日
日
日
日
日
日
口
日
Π
日
Π
日

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3

子
樋
口
靖
展
君
(
大
学
工
学
部
3
年
次
生
)
も

カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
参
加
。
神
奈
川
県
大
磯
で

亡
く
な
っ
た
新
島
先
生
の
棺
が
京
都
駅
か
ら
学

生
達
に
担
が
れ
て
新
島
旧
邸
ま
で
運
ぱ
れ
た
道

(
不
明
門
通
S
万
寿
寺
通
S
御
幸
町
通
S
丸
太

町
通
)
を
逆
に
歩
い
た
。
東
本
願
寺
や
お
寺
を

避
け
て
い
た
。
約
4
如
1
時
間
で
京
都
駅
に
着

駅
前
の
食
堂
で
壮
行
会
が
行
わ
れ
、
東

い
た
京
か
ら
馳
せ
参
じ
た
長
尾
益
夫
氏
は
「
同
志
社

卯
周
年
の
1
9
6
5
年
、
同
志
社
精
神
研
究
会

会
員
5
人
が
安
中
か
ら
京
都
・
同
志
社
ま
で
逆

コ
ー
ス
を
歩
い
た
」
と
。
そ
の
後
私
と
岸
本

君
は
J
R
に
乗
り
、
関
ケ
原
の
脇
本
陣
に
近
い

民
宿
に
泊
っ
た
。

、

ー
ー
ー
ー

、
一
・
¥
一
ゞ

ー
、
り
:1

の
.
徳
し
の
び

新
旦
の
近
祖
を
し
の
υ
、
重

ウ
オ
ー
ク
に
逗
て
い
る
田
島
剛

さ
ん
(
石
"
轤
吊
1

同
志
社
大
学
の
」
1
で
、

キ
リ
ス
ト
繁
甚
に
し
た
人
林

教
育
に
力
を
注
い
だ
新
島
壷

(
一
八
四
三
玉
0
年
)
の
透

伯
を
し
の
び
、
新
島
璽
い
亢

京
都
市
か
ら
計
璽
中
妻

で
の
出
誓
オ
ー
ク
に
發

し
て
い
る
元
同
志
社
畢
蓄

田
1
(
大
1
都
市
伏

兄
区
"
が
二
士
ハ
日
、
畠
入

り
し
、
木
破
郡
卑
鳳
町
か
ら

畦
吊
の
加
励
喪
で
嵳
涯

め
た
.田
島
さ
ん
は
「
憐
人
愛
の
敏

え
に
急
、
蛭
く
も
ダ
チ

ミ
ツ
ク
奎
誕
盡
っ
亢
」
新

島
の
生
き
方
に
感
銘
を
妥
け

「
亀
」
た
と
め
、
功
型
」
広

め
た
い
」
と
、
畏
年
ウ
オ
ー
キ

皇
女
和
宮
御

ン
グ
の

コ
ー
ス

新
象
峰
ら
と

:
ニ
し
、
工
一
聞

旦
新

一
日
平
阜岐

/25(士)
/26(日)
4/27 (月)
4/28 (りく)
429(祝)
4/30 (木)
1(金)5/
2(士)5/
3(祝)5/
4(祝)5/
5件卿5/
6(振)5/
フ(木)5/
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同志社大学~京都駅→[電車]→彦根~関ケ原
関ケ原~赤坂~美江寺~加納(岐阜)
加納~鵜沼~太田(美濃加茂)
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2
日
目
、
岐
阜
か
ら
同
志
社
中
学
校
に
通
っ

て
い
た
教
え
子
・
正
村
君
の
父
親
の
口
添
え

で
、
赤
坂
宿
の
名
家
・
矢
橋
邸
を
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
旅
人
を
も
て
な
す
立
派
な
茶
室

が
あ
り
、
家
訓
の
「
陰
徳
を
積
む
」
と
い
う
当

主
の
話
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
加
納
宿
本
陣
跡

の
和
宮
仮
泊
所
前
で
岐
阜
新
聞
の
記
者
か
ら
イ

ン
タ
ビ
ユ
ー
を
一
堂
け
た
。
 
2
日
後
に
大
き
な
記

事
で
掲
載
さ
れ
た
同
志
社
岐
阜
県
人
会
の

方
々
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
新
島
先
生

は
旅
日
記
「
日
抄
」
で
、
「
岐
阜
ノ
人
家
ハ
凡

1
万
戸
、
大
珀
、
岐
阜
、
加
納
ヲ
伝
道
地
ト
ナ

ス
ベ
シ
」
と
書
い
て
い
る
。
誓
先
生
の
こ
の

旅
の
目
的
は
キ
リ
ス
ト
教
の
「
伝
適
」
で
あ
る

と
分
か
っ
た

3
日
目
、
う
と
う
峠
を
越
え
立
派
な
中
山
道

会
館
の
あ
る
美
濃
加
茂
市
の
太
田
宿
に
到
着

こ
こ
は
昭
和
舵
年
に
第
1
回
中
山
道
宿
場
会
議

が
開
催
さ
れ
た
地
で
、
中
山
道
宿
駅
制
定
4
0

0
年
を
契
機
に
自
治
体
や
地
元
が
協
力
し
て
街

道
を
整
備
し
活
性
化
に
努
め
て
い
る
特
に
岐

阜
県
で
は
「
中
山
道
歴
史
の
道
」
の
道
標
が

た
く
さ
ん
設
け
ら
れ
、
道
長
う
こ
と
は
な
か

つ
た
。
美
濃
加
茂
市
は
製
造
業
が
盛
ん
で
、
市

民
の
1
割
強
が
外
国
人
。
駅
前
ビ
ル
に
は
ブ
ラ

ジ
ル
人
学
校
が
あ
り
、
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
高
校

生
は
「
早
く
仕
事
に
就
き
た
い
」
と
。

4
日
目
、
中
山
道
み
た
け
館
に
入
っ
た

「
日
本
最
古
の
ゾ
ウ
発
見
」
「
桃
山
時
代
賂
駝
が

来
て
見
物
人
も
ビ
ッ
ク
リ
」
と
地
元
テ
レ
ビ
が

ビ
デ
オ
撮
影
。
御
岳
山
は
票
休
く
、
小
川
に
は

セ
キ
レ
イ
や
山
吹
庭
先
に
は
芝
桜
や
ツ
ツ
ジ
、

テ
ツ
セ
ン
。
空
に
は
鯉
幟
が
泳
ぐ
。
隠
れ
キ
リ

シ
タ
ン
の
遺
物
が
発
見
さ
れ
た
一
磯
の
石
畳
で

昼
食
を
食
べ
岸
本
君
に
「
腰
は
今
の
と
こ
ろ

大
丈
夫
」
と
電
話
し
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
た
ら
、

「
あ
れ
!
腰
が
ー
ぎ
っ
く
り
腰
?
」
腰
を
気

づ
か
い
な
が
ら
、
中
山
道
の
難
所
・
琵
琶
峠
を

越
え
、
大
湫
宿
に
着
い
た
。
こ
こ
で
泊
ま
る
予

定
で
あ
っ
た
が
、
岐
阜
県
人
会
の
ゴ
ル
フ
懇
親

会
が
恵
那
で
あ
る
と
聞
き
正
村
氏
に
卓
で
送
っ

て
も
ら
っ
た
。
宿
舎
で
持
参
し
た
痛
み
止
め
薬

を
飲
ん
だ
ら
、
腰
が
シ
ャ
ン
と
し
た
。

5
日
目
、
大
井
宿
(
恵
那
)
「
山
路
来
て
何

や
羅
遊
か
し
寿
み
蓮
草
」
(
は
せ
を
)
。
八
重
桜

は
今
が
満
開
で
あ
っ
た
。
木
蓮
ボ
タ
ン
、
ア

シ
ビ
、
ポ
ピ
ー
、
チ
ユ
ー
リ
ッ
プ
、
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
、
一
化
菖
蒲
:
・
百
一
化
繚
乱
だ
。
御
岳
山
が
見
え

る
麓
で
は
娘
さ
ん
が
田
植
え
機
を
操
縦
。
絵
に

な
る
風
景
だ
。
落
合
宿
(
中
津
川
)
で
東
海
道

五
十
=
次
を
完
歩
し
た
田
島
豊
(
弟
)
が
応
援

に
駆
け
つ
け
3
日
問
一
緒
に
歩
い
た
。
新
島
は

「
中
津
川
ニ
テ
伊
勢
氏
疲
労
シ
歩
行
ス
ル
能
ワ

ス
。
予
モ
亦
少
シ
ク
疲
レ
タ
レ
ハ
、
荷
馬
ニ
ノ

、
、
ノ

リ
妻
籠
二
至
ル
」
と
。
先
生
方
は
大
分
疲
れ
が

出
て
き
て
、
こ
の
辺
り
か
ら
荷
馬
車
や
人
力
車

に
乗
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
私
も
、
初
め
は

苦
し
い
旅
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、

花
を
愛
で
の
ど
か
な
田
園
風
景
を
見
な
が
ら
ゆ

つ
く
り
歩
い
て
い
た
ら
「
隻
沢
な
旅
だ
な
あ
」

と
思
い
は
逆
転
し
た
。

馬
籠
で
は
但
馬
屋
に
泊
っ
た
。
タ
食
時
、
外

国
人
と
日
本
人
が
半
々
だ
っ
た
。
食
後
、
フ
ラ

ン
ス
人
家
族
7
人
が
囲
炉
裏
を
囲
ん
で
い
た

パ
リ
に
住
む
両

親
を
昨
年
は
京

都
・
奈
良
に
、

今
年
は
馬
籠

.
ー

Ⅱ

妻
籠
に
招
待

制

1

宝

＼
 
8
時
か
ら
始
ま

る
木
曾
節
の
民

謡
と
踊
り
の
講

習
を
待
っ
て
い

一
た
。
私
は
「
モ

ン
ブ
ラ
ン
に
登

紀
行
 
5



頂
し
パ
リ
も
訪
れ
た
好
き
な
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌

つ
て
も
い
い
で
す
か
」
と
。
「
り
ラ
の
花
咲
く

頃
」
と
「
愛
の
讃
歌
」
を
歌
い
、
 
7
人
は
フ
ラ

ン
ス
国
歌
を
歌
い
楽
し
く
交
流
す
る
こ
と
が
で

き
た
。6
日
目
、
馬
籠
か
ら
妻
籠
は
天
候
に
恵
ま
れ

た
。
ス
ィ
ス
人
カ
ッ
プ
ル
に
会
い
「
昨
夜
シ
ャ

ン
ソ
ン
聞
き
ま
し
た
よ
」
と
。
空
気
は
爽
や
か

で
、
枝
垂
桜
や
藤
の
花
が
き
れ
い
だ
っ
た
。
国

の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
第
一
号
に

指
定
さ
れ
た
妻
籠
か
ら
、
恵
那
山
を
見
な
が
ら

馬
籠
の
石
畳
を
歩
き
、
「
藤
村
犀
館
」
を
訪

ね
る
の
が
今
や
修
学
旅
行
の
コ
ー
ス
に
な
り
、

咋
秋
九
州
の
中
学
生
た
ち
に
会
っ
た
。
馬
籠
は

明
治
と
大
正
の
大
火
で
伝
統
的
建
造
物
は
焼
失

し
保
存
地
区
に
は
指
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

7
日
目
、
寝
覚
の
床
に
あ
る
「
越
前
屋
の
寿

命
そ
ぱ
」
。
蕎
麦
好
き
の
新
島
先
生
は
「
寝
覚

ノ
蕎
麦
、
予
直
二
8
杯
ノ
蕎
麦
ヲ
喫
セ
リ
」
と

「
先
生
は
食
物
に
は
頗
る

「
蘇
峰
自
伝
」

一
」
よ

趣
味
が
あ
っ
た
。
特
に
蕎
麦
と
な
れ
ば
命
さ
へ

打
込
む
程
で
あ
っ
た
偶
々
寝
覚
め
の
床
に
て
、

予
と
先
生
と
名
物
蕎
麦
の
賭
喰
ひ
を
し
た
先

生
が
9
杯
の
時
に
、
更
に
半
杯
を
加
へ
た
為
に

予
の
勝
と
な
っ
て
、
蕎
麦
代
を
先
生
に
払
は
し

め
た
」
と
。
創
業
3
0
0
年
の
越
前
屋
に
は
明

治
時
代
の
風
景
写
真
が
掲
げ
て
あ
っ
た
新
島

先
生
も
こ
ん
な
馬
車
や
人
力
車
に
乗
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

東
京
・
日
本
橋
か
ら
教
え
子
と
一
緒
に
歩
い

て
き
た
大
柄
な
先
生
に
会
っ
た
。
「
こ
れ
か
ら

何
回
か
に
分
け
て
京
都
ま
で
歩
く
」
と
。
り
タ

イ
ヤ
し
た
人
た
ち
と
話
を
す
る
と
、
①
日
本
百

名
山
登
山
、
②
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場
巡
り
、

③
東
海
遭
五
十
三
次
な
ど
「
街
道
を
歩
く
」
こ

と
な
ど
に
「
夢
・
楽
し
み
」
を
持
っ
て
い
る
人

た
ち
に
出
会
う
。
「
中
山
適
六
十
九
次
を
歩
く

こ
と
」
も
り
タ
イ
ヤ
し
た
人
の
挑
戦
対
象
に

こ
れ
で
ほ
ぽ
半
分
歩
い
た
こ
と
に
な
る
。
「
天

下
の
四
関
」
と
言
わ
れ
た
木
曽
福
島
で
弟
と
別

、
、
0
8
日
目
、
鳥
居
峠
に
は
野
鳥
が
多
く
名
古
屋

か
ら
早
朝
や
っ
て
き
た
人
と
歩
い
た
。

1

1

9
7
 
m
の
頂
上
に
芭
蕉
句
碑
「
雲
雀
よ
里
う
へ

に
や
す
ら
ふ
嶺
か
な
」
。
険
し
い
峠
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
が
よ
く
整
備
さ
れ
歩
き
や
す
か
っ

た
。
妻
籠
同
様
上
記
保
存
地
区
に
指
定
さ
れ

て
い
る
宿
場
風
情
満
点
の
奈
良
井
宿
に
着
い

た
「
奈
良
井
宿
記
念
切
手
」
が
発
売
さ
れ
た

と
い
う
の
で
、
ー
シ
ー
ト
買
い
便
り
を
出
し
た

9
日
目
、
昭
和
部
年
か
ら
発
掘
さ
れ
、
登
呂
、

尖
石
と
共
に
当
時
「
日
本
三
大
遺
跡
」
と
言
わ

れ
た
平
出
遺
跡
(
縄
文
S
平
安
時
代
5
千
年
の

複
合
遺
跡
)
と
「
縄
文
の
村
」
を
見
学
し
た
。

「
縄
文
人
と
数
」
な
ど
展
示
が
工
夫
さ
れ
面
白

か
っ
た
。
冠
雪
の
北
穂
高
や
常
念
岳
な
ど
北
ア

ル
プ
ス
の
山
々
が
見
え
た
。
農
作
業
の
お
じ
さ

ん
は
「
雪
形
を
見
て
田
植
え
な
ど
農
事
を
行
う

塩
尻
ワ
イ
ン
・
メ
ル
ロ
ー
は
呪
年
国
際
ワ
イ
ン

コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
取
っ
た
」
と
。
塩
尻
峠

展
望
台
か
ら
は
正
面
に
諏
訪
湖
、
左
に
ハ
ケ
岳

右
に
北
岳
中
央
奥
に
富
士
山
が
見
え
た
。
甲

州
街
道
と
中
山
道
の
合
流
す
る
下
諏
訪
宿
に
到

着
し
た
「
下
諏
訪
宿
。
我
輩
ノ
泊
セ
シ
所
ハ
亀
屋
トヒ

称
シ
テ
一
新
講
ノ
宿
ナ
リ
、
温
泉
場
ア
リ
。

日
、
安
息
日
ナ
ル
ヲ
以
テ
休
息
ス
」
「
亀
屋
」

は
今
「
か
め
や
」
と
な
り
、
昨
年
N
H
K
大
河

ド
ラ
マ
「
篤
姫
」
で
話
題
と
な
っ
た
和
宮
降
嫁

の
行
列
絵
巻
や
和
宮
の
宿
泊
し
た
「
上
段
の
問
」

が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
「
日
曜
日
だ
か
ら
休
息

す
」
と
は
さ
す
が
筋
金
入
り
の
宣
教
師
で
あ
る

円
日
目
、
中
山
道
で
一
番
高
い
峠
が
和
田
峠

(
古
峠
)
で
ー
,
5
3
1
 
m
だ
。
狭
く
て
急
な
坂

道
で
あ
る
。
「
伊
勢
卜
余
ハ
荒
神
二
乗
リ
、
未



タ
山
ノ
頂
上
二
達
セ
サ
ル
内
雲
霧
起
リ
、
頂
上

二
近
寄
レ
ハ
途
ハ
益
喩
娘
、
登
り
ハ
弥
危
急
又

風
烈
シ
ク
シ
テ
傘
ヲ
用
ユ
ル
能
ワ
ス
」
と
。
風

雨
激
し
く
懇
難
を
極
め
た
。
先
生
は
な
ぜ
長
久

保
か
ら
中
山
道
の
笠
取
峠
を
通
ら
ず
長
瀬
に
方

向
転
換
し
た
の
か
が
分
か
っ
た
。
「
和
田
ニ
テ

人
力
5
台
ヲ
雇
ヒ
、
笠
取
峠
ノ
手
前
二
来
リ
、

望
月
迄
行
カ
ン
ト
セ
シ
ニ
、
峠
ノ
懇
娘
ナ
ル
ヲ

以
テ
途
ヲ
杠
ケ
、
山
ノ
裾
ヲ
回
リ
長
瀬
卜
云
一

小
村
二
投
宿
ス
」
と
笠
取
峠
は
標
高
約
8
0

O
m
で
そ
ん
な
に
高
く
な
い
が
、
和
田
峠
で
の

散
々
な
目
に
合
っ
た
こ
と
が
尾
を
引
い
た
と
思

わ
れ
る
。

長
久
保
宿
本
陣
跡
は
中
山
道
中
最
古
の
本
陣

で
非
公
開
で
あ
っ
た
が
、
宿
の
女
将
の
紹
介
で

見
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
加
賀
や
丹
波
、
対
馬

な
ど
多
く
の
大
名
の
看
板
が
あ
っ
た
。
真
田
幸

村
が
関
ケ
原
の
戦
い
後
の
塾
居
中
「
娘
を
よ
ろ

し
く
」
と
石
合
家
に
当
て
た
書
状
も
見
せ
て
も

ら
っ
た
。
司
書
に
な
る
大
学
生
が
毎
年
夏
に
古

文
書
解
読
の
た
め
に
来
る
と
案
内
し
て
く
れ
た

石
合
家
当
主
は
言
っ
た
。
宿
に
戻
り
風
呂
に
入

つ
て
い
た
ら
急
に
激
し
い
雷
雨
の
音
が
し
た

Ⅱ
日
目
、
新
島
先
生
は
雨
で
険
し
い
笠
取
峠

を
避
け
、
迂
回
し
て
長
瀬
・
北
国
街
道
を
歩
い

た
。
長
瀬
は
長
野
新
幹
線
が
通
り
今
は
新
興
住

宅
地
と
な
り
古
い
建
物
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
。
 
J
R
大
屋
駅
で
岸
本
君
と
再
会
。
千
曲
川

に
沿
っ
て
歩
く
と
海
野
宿
が
あ
っ
た
。
「
卯
建
」

と
い
う
言
葉
に
興
味
を
抱
き
資
料
館
に
入
っ

た
0
 
蚕
の
卵
を
輸
出
し
て
大
儲
け
し
た
人
が

「
卯
建
」
の
家
を
建
て
た
の
で
「
う
だ
つ
が
上

が
る
」
と
い
、
2
言
葉
に
な
っ
た
。
金
を
佐
渡
か

ら
直
江
津
・
長
野
・
小
諸
に
運
ぶ
ル
ー
ト
と
し

て
「
北
国
街
道
」
が
で
き
た
な
ど
興
味
深
い
話

を
聞
く
こ
と
が
出
来
た
。
商
家
な
ど
古
い
建
物

が
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
て
、
「
日
本
の
道
百
選
」

に
も
選
ば
れ
た
人
気
度
の
高
い
宿
場
町
で
あ

る
。
小
諸
で
懐
古
園
の
中
の
「
藤
村
記
念
館
」
こ

入
っ
た
。
島
崎
藤
村
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
な
り

明
治
学
院
卒
業
後
小
諸
義
塾
で
英
語
と
国
語
を

教
え
た
。
「
梛
子
の
実
」
は
藤
村
が
柳
田
國
男

の
話
を
聞
き
作
詞
し
、
同
志
社
出
身
の
大
中
寅

二
が
作
曲
し
た
。
「
破
戒
」
は
藤
村
の
隣
に
住

む
小
学
校
校
長
大
江
磯
吉
の
話
を
聞
き
、
小
諸

義
塾
を
辞
め
て
東
京
で
書
き
上
げ
た
と
。
「
聞

き
上
手
は
三
文
の
得
」
で
す
ね
。

n
日
目
、
小
諸
を
出
発
す
る
時
雨
が
降
り
始

め
た
。
北
国
街
道
と
中
山
道
の
分
岐
点
「
分
去

れ
」
に
着
い
た
時
は
7
で
と
寒
く
枡
形
茶
屋
で

ソ
バ
を
食
べ
た
。
「
小
諸
ヨ
リ
馬
車
二
乗
り
カ

工
軽
井
沢
二
至
リ
名
物
ノ
蕎
麦
ヲ
喫
ス
」
。
新

島
先
生
も
蕎
麦
を
食
べ
た
が
、
も
う
蘇
峰
と

「
賭
喰
ひ
」
は
し
な
か
っ
た
。

軽
井
沢
の
ぺ
ン
シ
ョ
ン
で
畝
目
先
生
や
河
村

氏
と
合
流
し
た
。
同
志
社
シ
ー
モ
ア
ハ
ウ
ス
と

今
の
天
皇
が
美
智
子
さ
ま
と
出
会
っ
た
軽
井
沢

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
見
た
。
宿
舎
に
戻
り
、
明
日

磯
部
館
で
披
露
し
よ
う
と
、
畝
目
先
生
が
疎
開

中
磯
部
温
泉
で
覚
え
た
「
磯
部
音
頭
」
の
歌
と

踊
り
を
み
ん
な
で
練
習
し
た
。

B
日
目
、
今
日
も
雨
だ
っ
た
。
即
帥
歩
き
、

午
後
5
時
頃
新
島
旧
宅
に
着
く
た
め
に
午
前
8

時
に
宿
舎
を
出
発
し
た
。
碓
氷
峠
は
長
野
と
群

馬
の
県
境
に
あ
る
熊
野
神
社
(
標
高
1
 
2
0

O
m
)
か
ら
坂
本
宿
ま
で
高
度
差
が
約
7
5
0

m
も
あ
る
急
な
下
り
坂
で
あ
る
。
「
伊
勢
卜
余

ハ
例
ノ
荒
神
ニ
ノ
リ
碓
氷
峠
ヨ
リ
坂
本
二
至

ル
。
坂
本
ヨ
リ
馬
車
ニ
ノ
リ
、
其
夜
8
時
安
中

二
着
ス
」
と
。
安
中
か
ら
碓
氷
峠
を
上
り
熊
野

神
社
ま
で
7
里
余
り
(
約
即
帥
)
を
走
る
「
{
女

政
遠
足
」
(
侍
マ
ラ
ソ
ン
)
は
日
本
マ
ラ
ソ
ン

の
起
源
と
い
わ
れ
、
 
3
日
後
に
侍
な
ど
に
仮
装

し
た
ラ
ン
ナ
ー
が
こ
の
峠
を
駆
け
上
る
。

'"ー_^
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坂
本
宿
で
は
「
横
綴
一
年
マ
ラ
ソ
ン
駅
伝
」

の
方
々
と
会
っ
た
。
平
均
年
齢
和
歳
、
京
都
か

ら
日
本
橋
ま
で
中
山
遭
を
3
回
に
分
け
マ
ラ
ソ

ン
リ
レ
ー
す
る
。
今
日
は
佐
久
市
岩
村
田
か
ら

一
局
崎
、
明
後
日
に
日
本
橋
に
ゴ
ー
ル
す
る

「
和
歳
で
中
山
道
5
3
7
師
を
9
日
問
で
走
破
」

と
は
凄
い
な
あ
と
工
ー
ル
を
送
っ
た
。
日
本
で

初
め
て
ア
プ
ト
式
鉄
道
が
開
通
し
た
横
川
駅
に

着
い
た
。
「
峠
の
釜
め
し
」
で
有
名
だ
が
、

79

年
長
野
新
幹
線
開
通
で
信
越
本
線
が
廃
止
。
軽

井
沢
に
は
バ
ス
に
乗
り
換
え
ね
ぱ
な
ら
ず
客
足

が
減
っ
た
。

松
井
田
で
「
同
精
研
」
の
仲
冏
3
人
が
加
わ

り
、
 
7
人
で
新
島
ウ
ォ
ー
ク
の
旗
を
掲
げ
ゴ
ー

ル
の
安
中
・
新

島
旧
宅
に
向
け

歩
い
た
。
立
派

な
門
構
え
の
半

田
隆
一
氏
の
家

が
あ
っ
た
。
第

1
回
新
島
ウ
ォ

ー
ク
の
関
口
徹

氏
は
こ
こ
に
泊

史

ー
ー

め
て
も
ら
い
、

新
島
襄
の
遺
髪

含

'

と
硯
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
と
。
「
日
本
マ
ラ
ソ

ン
発
祥
の
地
・
安
中
」
と
い
う
幟
が
あ
っ
た

も
、
つ
ゴ
ー
ル
は
問
近
だ
レ
イ
ン
コ
ー
ト
を
脱

だ
新
島
旧
宅
の
前
に
は
多
く
の
人
が
待
ち

し構
え
て
い
た
。
 
5
時
部
分
、
新
島
学
園
の
教
職

員
や
松
井
会
の
人
達
と
握
手
し
な
が
ら
、
つ
い

に
ゴ
ー
ル
し
た
。

新
島
学
園
中
高
の
市
川
平
治
校
長
が
上
毛
新

聞
の
記
者
を
紹
介
。
私
は
感
想
を
聞
か
れ
、

「
1
3
5
年
前
に
新
島
先
生
が
教
え
子
と
一
緒

に
歩
い
た
同
じ
中
山
道
を
、
今
教
え
子
や
同
僚

「
同
精
研
」
の
仲
間
達
と
一
緒
に
完
歩
す
る
こ

と
が
で
き
大
変
う
れ
し
い
。
新
島
先
生
や
り
ま

し
た
よ
」
と
。

翌
日
、
上
毛
新
聞
に
大
き
な
記
事
で
紹
介
さ

れ
た
。私
の
希
望
で
新
島
学
園
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
学
校
関
係
で
は
全
国
屈

指
と
言
っ
て
ょ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
素
晴
ら
し
い

ス
ィ
ス
製
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
伴
奏
で
、
新

島
先
生
の
愛
唱
歌
、
讃
美
歌
れ
の
2
2
7
番

「
主
の
真
理
は
」
を
校
長
先
生
始
め
参
加
者
全

員
で
合
唱
で
き
最
高
に
嬉
し
か
っ
た
。

新
島
先
生
か
ら
洗
礼
を
受
け
た
湯
浅
治
郎
や

柏
木
義
円
牧
師
ら
が
創
設
し
た
安
中
教
会
を
訪

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

田
島
繁
(
た
じ
ま
・
し
げ
る
)

1
9
4
3
年
名
古
屋
市
生
ま
れ

1
9
6
6
年
太
羅
済
学
部
卒
業

1
9
6
6
年
桜
美
林
高
校
社
会
科
教
諭

1
9
6
8
年
同
志
社
中
学
校
社
会
科
教

諭
(
経
済
担
当
)

2
0
0
8
年
同
退
職

れ
た
。
こ
の

新
島
ウ
ォ
ー

ク
で
も
お
世

一
1

話
に
な
っ
た

五
味
一
牧
師

一
1

や
教
会
員
の

〆
、

方
た
ち
と
交

電

一
1

流
す
る
こ
と

が
で
き
嬉
し

か
っ
た
安

中
教
会
で
柏

木
義
円
牧
師
か
ら
洗
礼
を
受
け
た
松
井
ヒ
郎
先

生
の
生
家
を
訪
れ
、
墓
参
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て

こ
の
旅
は
終
わ
っ
た

^1〒':、


